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今回紹介する本は、小川糸さんの「ツバキ文具店」です。 

鎌倉で文具店を営む傍ら、手紙の代書を請け負う主人公：鳩子。依頼主

や自身のままならない人生に寄り添い、思いが届くようにと心を込めて

文字を綴る姿が印象に残ります。物語に登場する手紙の数々からは、誰

かの幸せを願う温もりや安らぎが伝わってきて、素直で穏やかな気持ち

になれます。 

 興味のある方は是非読んでみて下さい。 

 

 

歴代ハプスブルク家、第一の美女エリザベート皇后の生涯を描いた、

ウィーン産ミュージカル『エリザベート』で憎々しい仇役として登場し

たのがゾフィ大公妃である。若い嫁など到底太刀打ちできないゴッドマ

ザーだった。そんなゾフィといえども、かつては、初々しい時代とロマ

ンスがあった。19 歳でバイエルンから嫁いできた彼女はウィーン宮廷

の堅苦しさや、なかなか世継ぎのできないプレッシャーに悩んでいたが、

当時ここには彼女と同じく半分余所者という立場の 6 歳年下の甥（夫の

姉の子、皇帝の孫、フランス人の父）がいた。甥は父親に問題があった

のか完全なハプスブルク家の一員とは見られていなかった。 

 1824 年の頃です。ゾフィは初め姉弟のように、年月が経つうちに

もっと親密に、オペラ、舞踏会、謝肉祭といつも連れだって出掛けた。

だが甥は病に罹りゾフィの看病も虚しく 21 歳で亡くなった。この甥は

何者なのか・・・。 

彼は『フランシ・ヨーゼフ・カール』 

つまりナポレオンⅡ世なのである。 

 

 

デイケア新聞 1９８号をお読みいただきありがとうございます。 

 11 月の行事は作品展示会でした。今回のテーマは｢生物｣。 

ペーパークラフトや張子、絵画などの様々な作品が展示されました。 

手形アート、書道アートもきれいでした。来年の作品展示会も楽しみです。 
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